
第５回鳥取県サイクルツーリズム推進・連携会議

１ 開会
２ あいさつ
３ 議題
（１）サイクルツーリズムに関する推進体制の充実
４ 報告事項
（１）鳥取うみなみロードの整備進捗状況
（２）報告及び今後の展開
（３）その他
５ 意⾒交換
６ 閉会

日 時︓令和６年２⽉１４日（水）13:00〜
場 所︓ホテルモナーク⿃取 仁風東の間

［オンライン併用］
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鳥取県サイクルツーリズム推進・連携会議 出席者
区分 団体名 役職 氏名 会場

サイク
リスト

⿃取県サイクリング協会 ＊ 副会⻑ 奥村 耕一

とっとりサイクルツーリズムの会 会⻑ 山下 眞⾥ ○

⿃取中部ツーリズム協議会 理事 津村 佳英
⾃転⾞
産業 ⿃取県⾃転⾞商協同組合 副理事⻑ 河井 広道 ○

サイクル
拠点

(有)森の国
（コグステーション大山）

代表取締役
社⻑ 伊澤 大介

皆生温泉旅館組合米子市観光セ
ンター（コグステーション皆生） 理事 細羽 正

観光・
経済

⿃取県商工会連合会 会⻑ 土井 一朗 ○

⿃取県商工会議所連合会 幹事⻑ 中山 孝一 ○

（一社）日本旅⾏業協会中四
国支部⿃取地区委員会 委員⻑ 河野 明百

（一社）全国旅⾏業協会⿃取
県支部 ＊ 奥村 隆史 ○

交通
⻄日本旅客鉄道（株）マーケティ
ング本部 鉄道マーケティング部
山陰営業部

部⻑ 新森 恵太

国

⿃取河川国道事務所 事務所⻑ 貴田 勝太郎 ○

倉吉河川国道事務所 事務所⻑ 藤原 年生

日野川河川事務所 事務所⻑ 大塚 尚志
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区
分 団体名 所属・役職 氏名 会

場

市
町
村

⿃取市 ＊ 観光・ジオパーク推進課 課⻑補佐 山田 健一 ○

米子市 ＊ 観光課 主任 竹歳 侑真

倉吉市 ＊ 経済観光部 部⻑ 谷田 富穂

境港市 ＊ 観光振興課 課⻑ 坂田 卓宏

岩美町 ＊ 商工観光課 主任 植田 修平

若桜町 ＊ 経済産業課 係⻑ 津川 尚貴

智頭町 ＊ 企画課 課⻑ 酒本 和昌

八頭町 ＊ 産業観光課 商工観光室 室⻑ 桑谷 陽介 ○

三朝町 ＊ 観光交流課 課⻑補佐 漆原 良次

湯梨浜町 町⻑ 宮脇 正道 ○

琴浦町 ＊ 産業振興課 課⻑補佐 井中 修司 ○

北栄町 ＊ 副町⻑ 岡本 圭司 ○

日吉津村 村⻑ 中田 達彦

大山町 町⻑ 竹口 大紀

南部町 ＊ 企画政策課 課⻑ 田村 誠

伯耆町 ＊ 産業課 課⻑ 影山 孝宏 ○

日南町 ＊ 副町⻑ 角井 学

日野町 ＊ 産業振興課 課⻑ 五百川 和久

江府町 町⻑ 白石 祐治

県 ⿃取県 知事 平井 伸治

アドバイザー ㈱ARCH・ヒーロー北海道 代表取締役社⻑ 高橋 幸博 ＊印は代理出席



【議題１】サイクルツーリズムに関する推進体制の充実
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 サイクルツーリズムに関して、官民で連携して議論をするため令和３年２月に
「鳥取県サイクルツーリズム推進・連携会議」を立ち上げ、サイクリストの聖地
化に向けた議論を進めてきた。

 鳥取うみなみロードへの矢羽根等の設置など自転車走行環境整備が進んだ
ほか、サイクルカフェやサイクリストに優しい宿など受入環境整備の充実、各
地域におけるサイクリングイベントの開催など、県内のサイクルツーリズム推
進の機運が高まってきた。

 鳥取うみなみロードでのＮＣＲ指定への挑戦を一つのきっかけとして、県全
域で自転車活用を進め、県内サイクルツーリズムの一層の推進を図り、サイ
クリストの聖地・鳥取県の実現を目指すため、推進体制の充実を図る。

［変更点１］
「鳥取県サイクルツーリズム推進・連携会議」への県内全市町村の参画

［変更点２］
「鳥取県サイクルツーリズム推進・連携会議」の規約の制定
（サイクルツーリズム推進の目的や体制の明確化）

これまでの経過・背景

＜体制充実に向けた変更点＞



【議題１】サイクルツーリズムに関する推進体制の充実
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［１］サイクルツーリズム推進体制について

鳥取県サイクルツーリズム
推進・連携会議

鳥取うみなみロード
ワーキンググループ（ＷＧ）

タスクフォース

［構成］国、県、市町村、商工団体、各関係団体等のトップで構成
［目的］鳥取県全域における自転車活用推進、サイクルツーリズム推進の検討

［構成］構成団体の実務者（担当課長等）レベルで構成
［目的］サイクリングロードの整備・利活用、ナショナルサイクルルート

指定に向けた取組検討

［構成］個別具体の事象ごとの担当者
現時点では、走行環境、受入環境の２つを設置

［目的］必要に応じて個別事象に関して検討を行う

※必要に応じて他テーマのＷＧ設置

 鳥取県サイクルツーリズム推進・連携会議における構成を再整理するととも

に、県内全市町村の参画により推進体制の充実を図る。

［市町村の参画］

☞国や県、市町村、民間団体等において、サイクルツーリズム施策や自転車
活用推進に関して相互に情報の共有・連携することにより、全県域でのサイ
クルツーリズム推進、自転車利活用を進め、地域活性化につなげる。



【議題１】サイクルツーリズムに関する推進体制の充実
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［２］規約について

 本会の目的や体制を明確化するため、規約を制定する。

（目 的）
第２条 連携会議は、官民の関係者が意見交換及び連携した取組を進めることにより、県内の自転車活用推進並びに
サイクルツーリズム推進を図ることで交流人口の拡大、地域の活性化につなげることを目的とする。

（所掌事務）
第３条 連携会議では、次の事項についての検討や調整を行う。
（１）県内のサイクルツーリズム推進に関すること
（２）ナショナルサイクルルートに関する取組推進に関すること
（３）その他目的の達成に必要な事項に関すること

《規約（案）抜粋》

（構成員等）
第４条 連携会議は、会長及び構成員をもって組織する。
２ 会長は県知事をもって充てる。
３ 会長及び構成員は別表の機関名等の欄に記載した機関または団体（以下「機関」という。）の長または長が指名した
者とする。
４ 会長が必要と認めるときは、構成員以外の者に対し、連携会議に出席してその意見を述べ又は説明を行うことを求
めることができる。
５ 構成員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。

（アドバイザー）
第５条 連携会議には、第３条の所掌事務を行うにつき必要な助言等を得るため、アドバイザーを置くことができる。
２ 前項のアドバイザーは連携会議等に参加し、参加者の求めに応じて助言等を行う。

別添 規約案参照



整備例

【報告事項１】鳥取うみなみロードの整備進捗状況
 ⾛⾏環境整備
○ 各道路管理者（国、県、市町村）による、矢羽根や自転車ピクトグラム路面標示等の設置。

※整備進捗概算（令和5年度末見込み）
・鳥取うみなみロード整備計画（計画期間：令和５年度から令和６年度）に対する進捗割合
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［今後展開］ （※鳥取うみなみロード沿線道路管理者）

・矢羽根や注意喚起看板などの設置により、安全で快適な走行環境整備を促進。
・令和６年度中に「鳥取うみなみロード整備計画」における整備を完了させること。

矢羽根設置 約８割 ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ･路面表示 約７割

注意喚起看板・案内看板 約２割



○鳥取砂丘コナン空港を鳥取うみなみロードのゲートウェイ
（交通結節点におけるサイクリング拠点）として整備。

 ゲートウェイ整備（鳥取砂丘コナン空港）

 サイクリングホームページの多言語化（情報発信）
○県サイクリング公式ホームページ「とっとり自転車旅」の多言語化（英語）

【報告事項１】鳥取うみなみロードの整備進捗状況

 鳥取うみなみロードのルートマップ作成

県内ルート情報に加え、ダイジョウブシステムやレンタ

サイクル拠点のほか、交通マナーなどを掲載

サイクリストが鳥取うみなみロードを安心・快適

に走行するために必要な情報（ルート図、勾配などの注意箇所等）を掲載する。

 受入環境整備

※現在、自転車組立解体スペースの設置や館内サイン設置、

周辺観光看板設置など更なる整備を進めている。

▼ 館内案内表示等整備の完成イメージ

○鳥取うみなみロードのルートマップの作成（日本語・英語）

▲マップイメージ

▲ホームページイメージ図
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【報告事項２】報告及び今後の展開
○ 八頭・若桜周遊サイクリングルート整備完了

・各道路管理者（国、県、八頭町、若桜町）の連携のもと、令和５年度にルート上に
距離標・方向標の設置が完了。

・整備完了を記念して、サイクリングイベント 「やずわかライド」を３月２０日（水・祝）
に開催予定。

迷わずに安全・快適に走行で
きる環境整備のため方向標及
び距離案内の路面表示を設置

やずわかライド

開催日：３月２０日（水・祝）

コース：八頭・若桜周遊サイクリング

ルートを使った特別コース

定員：１００名［２コースそれぞれ５０名］

＊ポタリングコース（23.3㌔）

＊ぐるっと周遊コース（41.7㌔）

《整備内容》
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【報告事項２】報告及び今後の展開
○ 日野郡でのサイクリングルート設定の動き

日野郡３町長と鳥取県知事による鳥取県日野郡連携会議において「自転車を活用した

交流人口拡大に向けた方策」を含めた共同宣言を行い、次の検討を進めている。

・日野郡３町や関係機関と連携し、日野郡を南北に繋ぐサイクリングルート設定

・サイクリスト誘客のみならず、様々な視点による自転車の活用推進

▲ 共同宣⾔（令和５年１０⽉２６⽇）

▲ RICCO CYCLE［コグステーション江府］



【報告事項２】報告及び今後の展開
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○鳥取うみなみロードを基軸として、各地域におけるサイクリング周遊性を高めるため、
地域ごとにあるテーマ性を持った魅力あるモデルルート設定・整備について、各市町村
や関係団体等と連携しながら検討を進めていく。

 県内サイクリング周遊の仕組みづくり

［今後の展開］
・鳥取うみなみロードから各圏域の周遊を促すためのサイクリングルートの設定
☞ サイクリング周遊ルートの提案



（１）ダイジョウブシステムの運用 《安心してサイクリングを楽しむためのサポート体制》

○コグステーション（１１施設）

○サイクルカフェ（163店舗）［＋13］

○サイクルポート（11６店舗）［-3］

○サイクリストに優しい宿（37施設）［＋14］

○サイクルキャリア搭載UDタクシー（１９事業者） ［-１］
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※R６年２月１日時点。［］はR５年度の増減数。

 受入環境整備等［１］

サイクルカフェ・ポートにおいて、バイクラックや看板等の設置状況や提供サービス

（工具貸出等）の点検とともに、サービスマニュアルを配布し、ダイジョウブシステム

のサービス品質の向上を図った。

【報告事項２】報告及び今後の展開

コグステーション皆生

［今後の展開］
・県内全域でのサイクリスト受入環境整備をさらに促進
☞ サイクリストwelcomeな事業者・施設へのダイジョウブシステム参画への
働きかけ・紹介
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（２）サイクリングガイドの養成

座学２回と鳥取市国府町・三朝町での実技講習に１３名が参加。サイクリングツアー造

成のポイントをはじめ、安全管理などツアー実施に必要な実践的な知識を習得した。

 受入環境整備等［２］
【報告事項２】報告及び今後の展開

［今後の展開］
・実技未実施の市町村における実技講習の実施
・実技講習の実施に合わせたサイクルツーリズムに参画する事業者の拡大

☞ サイクリング事業を始めたい（受け入れたい）事業者などへの働きかけ・紹介

☞ 実技講習の開催地への立候補

☞ 宿泊や食・体験などを絡めたサイクリングコンテンツの造成



【報告事項２】報告及び今後の展開
 情報発信・機運醸成の取組
 自転車利用環境向上会議への参加

○ 自転車利活用に関する全国会議のポスターセッションに参加し、大山時間とともに、鳥取県の

サイクルツーリズム・鳥取うみなみロードの魅力の発信、山陰本線でのサイクルトレインの取組状

況を発表
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［今後の展開］
・県外での全国会議やサイクリングイベントへの出展などにより、鳥取県のサイクリスト
の聖地化を強力に情報発信をしていく。

サイクルモード（３月大阪、４月東京）、富山湾岸サイクリング大会（４月）、自転車利用環境向上会議
（10月福井県）などに出展を計画中

☞ 発信してほしい情報・素材の提供やイベント出展等への共同参加

《自転車利用環境向上会議》
・１１月３日・４日（仙台市・名取市）にて開催
・自転車利用環境向上会議全国委員会 （JCC）が主催。
・JCC会長は三国成子氏（米子市出身）
・基調講演のほか、分科会、エクスカーションがあり
約３００名が参加。
・来年度は福井県嶺南地域での開催。



【報告事項２】報告及び今後の展開
 情報発信・機運醸成の取組

○サイクリング先進地である「しまなみ海道」をはじめとした瀬戸内地域との連携を深めるととも

に、瀬戸内圏域のサイクリングネットワークに加入し、広域的な情報発信を進めていくため

令和５年10月に参画。

 SetouchiVelo協議会への参画

［現在の構成団体］
瀬戸内地域の地方自治体（広島県、岡山県、兵庫県、山口県、

香川県、愛媛県、徳島県、高知県、鳥取県）、地方整備局、運輸局、
経済産業局、経済連合会、本四高速（事務局）
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○SetouchiVelo協議会のHPやルートマップに県内のサイクリングコースも掲載される予定

［今後の展開］
・４月下旬に米子市を中心にSetouchiVelo協議会のタウンミーティング（試走会＋講演
会等）を開催予定。

 実施概要確定後にご案内するので、連携会議構成員の積極的な参加をお願いします。

トライアルライド
・日 時 ４月２５日（木）予定
・コース 弓ヶ浜サイクリングコース（境港市～米子市）
・参加者 SetouchiVelo関係者、地元自治体、地元関係者等３０名程度

ミーティング
レセプション

・日時 ４月２５日（木）予定
・会場 皆生温泉（想定）
・参加者 SetouchiVelo関係者、地元自治体、地元自治体３０名程度

《実施（案）》
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【報告事項２】報告及び今後の展開

［検証１］臨時列車運行による実証実験
・列車への自転車持ち込みによる乗り降りや、列車内での自転車配置・固定方法についての検証。

 サイクルトレインの実証実験事業

［検証2］駅構内の動線確認実証実験
・駅構外からホームまで、自転車を携行したサイクリストの通行が可能か検証を実施。

［検証３］集客性の検証として、大山町内でのサイクルトレインツアー実証実験
・駅起点としたサイクリング周遊ツアーを販売。集客性確認と参加者へアンケートを実施。

サイクルトレイン運行において課題となっている、安全性及び収益（集客）性の検証のための実証
事業を国及び県の補助金を活用してＪＲ西日本が実施。

※大山町でのサイク
ルトレインツアーの
様子がＮＨＫ「サンド
どっちマンツアーズ」
(2/18,25）で取り
上げられる予定。

［今後の展開］
・検証結果をもとに、山陰本線でのサイクルトレイン運行の在り方についてＪＲ西日本等関係者
と継続的に協議・検討をしていく。

☞ ホームと列車間に段差があるなど注意が必要なところやサイクルトレイン実施が施設整備的
に難しい駅もあるなど、乗降時や列車内での安全性に関する課題抽出をすることができた。

☞ 実施したツアーには普段JRを利用していない方が参加するなど一定の集客性も認められた。



 徳島大学サイクルツーリズム講座in鳥取（7/7）

 JR と自転車を活用したモノとコトの価値を味わうツアー・勉強交流会（9/9,10）

○（株）ARCHの高橋幸博代表、徳島大学の山中英生教授、

矢部拓也教授が、サイクルツーリズムに関する講演を

するとともに県内事業者と広く意見交換

（現地＋オンライン 約１００名参加）

【報告事項２】報告及び今後の展開
 情報発信・機運醸成の取組

○YONAGOサイクルカーニバルinYODOEに合わせ、（株）ARCHによる県外のサイクリング

有識者が参加するサイクリングツアーにおいて、県西部でのサイクリングツアー及び勉強交流

会を開催。 （ツアー参加者13名［東京、千葉、福井、大阪など各地よりJRで来訪］）

※開催に先立ち、鳥取市長・倉吉市長に表敬訪問。
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【報告事項２】報告及び今後の展開

17

 素晴らしい景観の中、走ることができて楽しかった。また、エイドの食事が充実。
 景色やロケーションが素晴らしく、コース設定が良い。
 厳しいコースだったが、地元の方の応援もあり、走りきることができた。
また走りに来たい。

 イベント参加だけではなく、日本海の潮風を浴びるような時期（冬季）にも走ってみたい。

県内サイクルイベント

レンタサイクル拠点事業者の状況

 県内開催のサイクリングイベントは参加者からの評価が高く、県外から多くのサイク
リストが参加をしている。

《サイクリストの声》

 ここ近年、レンタサイクルの貸出が増えてきている。
 鉄道写真のスポットを巡ったり、田舎の風景の中をサイクリングする目的で利用する
県外客が多い。

☞ 行政や各団体など関係者が実際に県内サイクリングルートを走って地域を巡り、走る楽しさ
や立ち寄りスポット（景観、飲食店等）の魅力を体感・再認識し、それぞれが主体的に魅力を発
信したりサイクリストにウェルカムな施設の拡大へ取組むなど、県内でのサイクルツーリズムの
機運醸成を図っていくことが重要。



○イースタンドリーム号の境港寄港が決定し、韓国からの鳥取県来訪者が増える見込み

 航路の活⽤ 〜韓国からのインバウンド誘客〜
【報告事項２】報告及び今後の展開

［今後の展開］
・航路を利用する乗船客の趣向に合う本県のサイクリングなどの情報を集中的な発信
・鳥取県内のサイクリング等の受入環境充実を図る。
☞ 発信素材の提供や各市町村における韓国向けにサイクリング等アクティビティの発信
☞ 多言語対応させたサイクリング等パンフレットの作成

18

◇ イースタンドリーム号（11,478総トン、定員530人、車両250台）

航路免許証発行日：令和６年1月31日

航路：東海港～境港

• 就航以来、寄港地の韓国、欧州など世界中の60を超える国の⼈々が利用

• コンテナ、バルク貨物等、あらゆる貨物にも対応

• ⾃転⾞や⾞両持ち込みにも対応

・試験運航：R6年5月、正式就航：R6年7月

・土曜日朝入港、日曜日夕方出港、週１便の運航

◆境港への寄港スケジュール（想定）
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【報告事項２】報告及び今後の展開
 サイクリングイベント開催予定（令和６年）

大会名 主催者 参加者規模 イベント開催日

やずわかライド 八頭町、若桜町、八頭町観光協会・若桜町観光協会 100名 ３月２０日（水・祝）

ツール・ド・大山 鳥取県サイクリング協会 400名 ５月１９日

鳥取うみなみ２５０ 鳥取中部ツーリズム協議会 200名 ６月２３日 予定

ヒルクライムin 大山 鳥取県サイクリング協会 100名 ９月１５日 予定

YONAGOサイクルカー
ニバルinYODOE２０２４

YONAGOサイクルカーニバルinYODOE２０２４
実行委員会（米子日吉津商工会）

500名 ９月中旬 予定

グランフォンド倉吉 鳥取中部ツーリズム協議会 400名 １０月１３日 予定

大山ライド2024 ねんりんピック事務局（鳥取県サイクリング協会） 200名 １０月２０日

鳥取すごい！ライド 鳥取すごい！ライド実行委員会 600名 １０月下旬 調整中

第12回八東ふる里の森
ヒルクライムレース

八東ふる里の森 100名 １０月末頃 予定

西いなばサイクルDAY 西いなば実行委員会（鳥取市西商工会内） 100名 １１月３日 予定

※このほか、サイクリングを複合的に活用したイベントとして、シートゥーサミット皆生大山大会（５⽉25,26日）、皆生
トライアスロン（７⽉末）などが予定されているほか、米子クリテリウムや八頭町姫路公園でのMTBなど、スポーツサイ
クルの活用も盛んとなってきている。

［今後展開］
・サイクリングイベントの開催支援を実施
☞ サイクリングイベントへの支援・協力
☞ 来訪者へのおもてなしや誘客の検討



チ ェ ッ ク 項 目（必須要件） 充足状況 備考

ル
ー
ト
設
定

①ルートの延長が概ね100km以上であること（離島・島しょ部は除く） ○

②地域を代表する観光地（歴史・文化・景勝地等）を有機的に連携するルート ○

③自動車交通量が概ね10,000台/日以上の幹線道路において車道混在となる区間を避けたルート ○
矢羽根設置
により対応

④狭小幅員のトンネルを含まないルート ○
注意喚起看板
により対応

⑤自転車で通行できない区間がない ○

走
行
環
境

①都市部において、自転車専用道路又はガイドラインに基づき市区町村の自転車活用推進計画における自
転車ネットワーク計画に位置付け、適切に歩行者・自動車と分離された自転車通行空間が整備されている。

×

R６年度
約７割完了見込

②郊外部においても、自転車専用道路又は、ガイドラインに基づき、適切に歩行者・自動車と分離された
自転車通行空間が整備されている。
※車道混在の場合で、自動車交通量が概ね10,000台/日以上の場合は、100m程度の間隔で矢羽根を設置とともに、
外側線の外側に1.5m以上（やむを得ない場合は1.0m以上）の幅員を確保すること。

[整備進捗] ※鳥取うみなみロード整備計画に対する整備割合

・令和5年度末 矢羽根 約8割、ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ･路面表示(注意喚起) 約7割、案内看板 約2割 が整備完了予定
・令和6年度中には全線（国、県、市町村管理道）で整備完了する見込み。

⇒評価の目安となるＮＣＲ要件充足率７割を達成する見通し（路肩幅確保できないなど非適合区間があるため）

×

③トンネル、橋梁部、急勾配箇所の現地に看板等の案内表示がなされている ×

④自転車損害賠償責任保険等の加入を義務（努力義務含む）付ける条例が制定されている ○

⑤未舗装区間がない。ただし、快適性の劣らない自然地の未舗装区間等を除く。 ○

⑥ルート名、自転車ピクトによる経路や距離に関する路面標示が設置されている
（単路部：概ね5km毎 分岐部：必要箇所全部）

○

⑦ルート名、自転車ピクトによる経路や距離に関する案内看板が設置されている
（単路部：概ね5km毎 分岐部：必要箇所全部）

×
R６年度
完了見込

⑧海外のサイクリストでも認識可能な多言語（日英2か国語以上）やピクトグラムでの案内 ○

⑨ナショナルサイクルルート指定後に自転車活用推進本部事務局がナショナルサイクルルートの共有仕様
として示すロゴマークを設置する。

- （指定後）

 鳥取うみなみロードの充足状況 ［令和５年度末には28項目中23項目達成予定］
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【報告事項３】その他（鳥取うみなみロードの整備進捗状況）



【報告事項３】その他（鳥取うみなみロードの整備進捗状況）

チ ェ ッ ク 項 目（必須要件） 充足状況 備考

受
入
環
境

①ルートの存する域内にある主要アクセスポイント（空港、鉄道駅、道の駅等）に必要な機能を備えた
ゲートウェイが整備されている。（レンタサイクル・シェアサイクル、情報入手、ロッカー、着替えスペース、工具貸出）

○
R５完了

（鳥取空港）

②ゲートウェイとルートの間のアクセスルートが整備されており、そのアクセス方法もわかりやすく案
内されている。

×
R６年度
完了見込

③サイクリストが必要とする機能を備えたサイクルステーションがルート上に概ね20キロごとに整備さ
れている。（トイレ・空気入れ貸出し、水分補給、休憩スペース（屋根付きのテーブル・椅子、サイクルラック、情報入手）

○

④ルート直近にサイクリストが必要とする機能を備えた宿泊施設が概ね60キロごとにある。
（室内での自転車預かり・保管、荷物の保管、洗濯）

○

⑤緊急時の事故対応等のため、自転車専用道路等に緊急車両の進入が可能な環境が整備されている。ま
た概ね2キロごとにアクセスが可能な環境が整備されている。

○

⑥緊急時の連絡体制やサポート可能な施設情報がルートマップ及びホームページなどで記載されており、
サイクリストが困らない情報提供がなされている。

○

情
報
発
信

①ＨＰ、ＳＮＳ及びパンフレットなどでサイクリストに必要な情報を発信している ○

②インバウンドに対応した多言語（日英２か国以上）で情報発信している ×
R５年度
完了予定

③ルートマップに、以下のような内容が記載されていること
・ルートの経路、距離、高低差、勾配、路面状況、危険個所、利用者別等推奨コース、ゲートウェイの場所と
機能、サイクルステーションの場所と機能、地域の拠点、立寄スポット、周辺の観光スポット、ルートの紹介
（写真等）、レンタサイクル、宿泊施設、WI-FI利用環境、ルートで利用できるサイクルトレイン等、ガイドツ
アー、緊急サービス（自転車修理、医療施設等）、自転車宅配・荷物輸送等サービス情報、アクセス方法（公
共交通アクセス等）、ホームページ等のURL

○

④ルートマップについて、インバウンドの旅行者でも理解できるものであること ×
R５年度
完了予定

⑤ルートマップを観光案内所、サイクルステーション、複数の交通拠点(道の駅、鉄道駅、空港等)、宿
泊施設で容易に入手できる

○

⑥ルートマップをPC又はスマートフォンで閲覧できるとともに、PDF等でダウンロード可能である ○

取
組
体
制

①官民が連携し一体的に協議・検討・議論を行う常設の協議会、事務局が設置されている。 ×
R５年度
完了予定

②上記の協議会が定期的に開催されている ○

③指定されたナショナルサイクルルートに関する水準維持等に向けた取組内容を都道府県・政令市
の地方版自転車活用推進計画に具体的に位置づける

○

 鳥取うみなみロードの充足状況
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